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USB 接続による IP アドレス確認・変更手順 

FlexDSL は IP アドレスを忘れてしまった場合に、USB 接続を使用し CLI より IP アドレスの確認

と変更を行う事が出来ます。 

 

対応 OS ：Windows XP (32/64bit) 

Windows Vista (32/64bit) 

Windows 7 (32/64bit) 

 

※ USB ドライバの動作確認はメーカにて行っております。上記の対応 OSおよびパソコンであ

っても、その全てについて動作保証するものではありません。 

 

 

 

USB ドライバのインストール手順 

 

1. 付属のCDに保存されている、Orion3_USB_Driver.zip を PCにダウンロードし、解凍します。解

凍が成功すると、USB.Driver というフォルダが出てきます。 

2. FlexDSL 本体を起動して、USB ケーブルを接続します。 

3. 新しいハードウェア検出のウィザードが表示されますので、Windows Update には接続せず

に、”次へ”をクリックします。 
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4. ”一覧または特定の場所からインストールする”を選択し、”次へ”をクリックします。

 

5. “次の場所で最適のドライバを検索する”を選択し、先程解凍したフォルダ” USB.Driver”を参

照し、”次へ”をクリックします。 
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6. USB ドライバのインストールが開始されます。 

 

インストール中に次の画面が表示されたら、”続行”をクリックします。 

 

7. 次の画面が表示されると、USB ドライバのインストールが完了です。 
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CLI による IP アドレスの確認方法手順 

 

1. スタートメニューから、「すべてのプログラム」→「アクセサリ」→「通信」→「ハイパーターミナル （プログラムア

イコン）」を選びます。 

 

2. “接続の設定”画面で、新しい接続を作成します。 

名前とアイコンを選択し、”ＯＫ”をクリックします。 

 

3. 画面が電話番号の情報などを入力する画面に切り替わりますので、”接続方法”の右にある

下向き矢印をクリックして、FlexDSL と接続している COM ポートを選択し、”ＯＫ”をクリックしま

す。 
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4. COM ポートのプロパティの画面が表示されたら、下記の値に設定し”ＯＫ”をクリックしてくださ

い。 

COM ポートの設定 

ボーレート：9600bps 

データビット：8bit 

パリティビット：無し 

ストップビット：1bit 

フロー制御：ハードウェア 

 

5. 設定が終了し、白紙の画面が表示された状態で Enter キーを押すと、FlexDSL の Main Menu

が表示され、下記赤線部に現在の IP アドレスが表示されます。 
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CLI による IP アドレスの変更方法手順 

 

1. CLI から IP アドレスを変更する場合は、Main Menu で”3”を入力して 

Configuration Management Menu に入ります。 

 

2. 次に”NET”と入力し、NET サブメニューに入ります。 

 

3. 次に、<SETIP X.X.X.X>コマンドで IP アドレスを設定します。 

設定したい IP アドレスを X.X.X.X に置き換えて入力してください。 

(ここでは例として 192.168.1.100 に変更しています。) 
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4. 次に”APPLY”と入力し、設定を反映させます。 

 

5. “M”を 2 回入力し、Main Menu に戻ります 

 

↓ 

 

↓ 

 

6. Main Menu で”2”を入力して、Fault and maintenance management モードに入ります。 

 

7. “CONFIRM”と入力して、設定を保存します。 

 

以上で IP アドレスの変更は完了です。 

 

 


